
文化　スポーツ

【愛南町文化協会の加盟団体などの活動を紹介します。】

▲後列左から　上原さん、廣瀬(こ)さん、菊地さん、中井さん、野本代表
中列左から　中岡さん、前田(彩)さん、野本(梨)さん、野本(果)さん、

兒島さん、濵田さん、嶋本さん
前列左から　宮川さん、前田(悠)さん、野本(星)さん、廣瀨(紬)さん、

木嶋さん
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さんが代表を務め、園児か
ら大人まで 33 人の生徒が通ってバレエやダ
ンス ( エクササイズ ) に取り組んでいます。

レッスンは年代や内容別に１時間から１時
間半かけて行います。バレエではストレッチ
に始まり、基本の動きやそれを基にした応用
の動きを練習しています。スタジオの天井高
は４メートルに達し、これについて野本さん
は、「男性と踊る時にリフトされた子どもた
ちが天井に当たらないようにするため」と説
明します。また、バレエだけでなく、体幹強
化や健康・体力づくりを目的としたダンスの
レッスンも行っています。
　バレエの発表の場としては、毎年１回開催
される愛南町文化祭や御荘夏まつりへの出演
のほか、２年に一度はスクール主催の発表会
を御荘文化センターで開催しています。　
　自身が小学生の時にバレエを始め、このス
クールを開いて約 20 年になるという野本さ
んはバレエの魅力について、「総合芸術と言
われるように踊ることで物語や気持ちが伝わ
り、音楽に合わせて表現するというのがすご
く楽しい」と力を込めます。今後の目標につ
いては、「楽しむというのが基本だが、愛媛県
はレベルが高いのでコンクールで入賞するよ
うな生徒が出てきたら」と期待を込めました。

( 代表：野本 早
さ

智
ち

子
こ

　電話：73-2619)

見学歓迎！
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▶レッスン場所　スタジオ ( 城辺甲 246 番地 )
▶レッスン日時・対象等

曜日 時間 対象 内容

月曜日
18:00 ～ 19:15 小学高学年 バレエ
19:30 ～ 20:30 一般 バレエエクササイズ

火曜日
18:00 ～ 19:00 小学低学年 バレエ
20:00 ～ 21:30 一般 バレエ

水曜日
16:15 ～ 17:15 園児 バレエ
17:15 ～ 18:15 小学低中学年 バレエ

木曜日
10:30 ～ 12:00 一般 美容クラス
18:00 ～ 19:00 小学生 ポワントクラス※
19:30 ～ 21:00 一般 バレエ

土曜日
18:00 ～ 19:00 小学高学年

中学生 バレエ

19:30 ～ 21:00 高校生・一般 バレエ

▶生徒
年代 氏名

園児 (５人 ) 前田 悠
ゆう

佑
すけ

廣瀨 紬
ゆ

乃
の

木嶋 美
み

琴
こと

宮川 葵
あお

凜
り

野本 星
あ

莉
り

香
か ー

小学生
(16 人 )

菊地 はな 上原 沙
さ

弓
ゆみ

濵田 希
き

子
こ

中井 瀬
せ

里
り

菜
な

廣瀬 こと美
み

大峰 慈
じ

恵
ぇ

菜
な

松岡 杏
あん

奈
な

前田 彩
あや

那
な

中岡 楓
ふう

嶋本 純
すみ

怜
れ

野本 果
か

鈴
りん

兒島 篤
あつ

姫
き

神坂 さつき 田中 杏
あん

奈
な

濵名 怜
れい

野本 梨
り

々
り

花
か

ー ー

中高生・
一般 (12 人 )

中尾 ワキ子
こ

和喜田 弥
や よ い

生 原田 正
まさ

子
こ

石田 美
み

加
か

代
よ

前田 真
ま

紀
き

尾﨑 登
と

代
よ

松本 美
み

和
わ

藤原 和
かず

美
み

山田 美
み

里
さと

髙平 京
きょう

香
か

平井 裕
ゆう

子
こ

宮田 彩
あや

花
か

※ポワント ( シューズ )…バレエを踊る時に履く靴。

　愛南町が指定している文化財をより多くの方に知っていただく
ため、映像を公開しています。ケーブルテレビ（愛媛 CATV の愛
南たうんチャンネル）で放送しているほか、町ホームページから
YouTube にアクセスして視聴できますのでぜひご覧ください。

愛南町が指定している
文化財の動画をご覧ください！

問：生涯学習課　電話：73-1112
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文化　スポーツ

令和２年度第５回愛南町生涯学習講座
　御荘文化センターで令和２年度第 5 回生涯学習講座「足摺宇和海国立
公園のサンゴと藻場のこれから」( 生涯学習課主催 ) が開催され、町民ら
26 人が聴講しました。
　この日は国立環境研究所生物・生態系環境研究センターの阿部博

ひろ

哉
や

特別
研究員を講師に、新型コロナウイルス感染症対策として茨城県と愛南町を
オンラインでつないで講演が行われました。

阿部さんは海洋生態系や気候変動が専門で、平成 29 年度から 3 年間、
環境省の事業で愛南町西海や須ノ川を含む足摺宇和海国立公園の沿岸海域で潜水や聞き取りなどに
よる海中環境の調査を行いました。今回の講座ではその調査結果を基に、海水温などの違いによる
海域ごとのサンゴや藻場の分布状況の相違について写真を用いて説明がなされました。
　阿部さんによると、サンゴや藻場には海洋生物の生息場や水質浄化作用としての役割があり、海
洋生態系の維持に寄与しています。今後、世界の平均地上気温が上昇すると、その影響で海水温も
上昇すると予想され、サンゴや藻場の分布がどのように変化していくかの予測が阿部さんから提示
されました。足摺宇和海国立公園の沿岸海域では現在、温帯域でサンゴの分布域の北上が続いてい
ることや、南方系の海藻の分布が拡大しつつあることから、今後はより南側の海域の動向を注視す
るとともに、愛南町より北側の市町に知見やノウハウを提供することが重要であるとのことです。
　講座の最後に阿部さんは、「海域によって海洋生態系や海の利用方法も異なる。
将来の気候や生態系の変化を正確に予測することは困難だが、環境の変化に対
応できる仕組みを前もって検討・構築していくことが重要」と話しました。

▲会場からの質問に答える
阿部博哉特別研究員

愛媛CATV
動画
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　「愛南スポーツ青年団」バスケ部の皆さんです。２年前の春ごろに
チームを発足し、20 代から 30 代前半のメンバーを中心に 15 人で活
動しています。
　練習は一本松交流促進センターで週に１回行い、和気あいあいとし
た雰囲気の中でプレーしています。
　全国的な新型コロナウイルス感染拡大の影響で大会にはまだ参加で
きていませんが、昨年の 11 月に自チームで大会を主催し、今年も開
催を予定しています。
　攻守の切り替えが早く、点の取り合いになるところがバスケット
ボールの醍

だい

醐
ご

味
み

と話す代表の小林泰
たい

岐
き

さんは、「愛南町でもバスケ人
口が増えるように頑張りたい」と今後の目標を語りました。

▶メンバー
氏名

小林 泰
たい

岐
き

寺岡 慎
しん

人
と

米澤 裕
ひろ

幸
ゆき

久德 祐
ゆう

斗
と

吉田 一
かず

登
と

濵見 恭
きょう

介
すけ

山木 亮
りょう

二
じ

髙森 一
かず

矢
や

松田 拓
たく

也
や

吉田 竣
しゅん

小川 宗
そう

一
いち

郎
ろう

前田 和
かず

也
や

石川 大
だい

貴
き

清水 康
こう

平
へい

橋岡 文
ふみ

哉
や

▶練習日時
土曜日 20:00 ～ 22:00

▶練習場所
一本松交流促進センター

「愛南スポーツ青年団」
 バスケ部

【町内で活動するスポーツチームを紹介します。】

◀後列左から
吉田(一)さん

　　米澤さん
　　石川さん
　　清水さん
　前列左から
　　松田さん
　　小林さん
　　山木さん

練習相手募集中
初心者見学歓迎！


